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浅
井

東
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東

浦浅

井

善

太

郎

東
浦
と
い
う
地
名
は
、
昭
和
三
十
年
一
月
敦
賀

郡
の
東
浦
・
東
郷
・
中
郷
・
愛
発
・
粟
野
の
五
ケ

村
全
部
が
敦
賀
市
に
合
併
し
て
以
来
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
地
名
は
明
治
二
十
二
年
町
村
制

実
施
に
よ
っ
て
東
浦
村
と
い
う
村
名
で
誕
生
し
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
か
ら
敦
賀
湾
の
東
海
岸
を

東
浦
と
呼
ぴ
、
西
海
岸
を
西
浦
と
呼
ん
だ
も
の
と

恩
わ
れ
る
。
西
海
岸
l
敦
賀
湾
を
抱
く
立
石
半
島

の
湾
に
面
し
た
沿
岸
は
、
松
原
村
時
代
も
、
昭
和

十
二
年
四
月
敦
賀
市
制
が
敷
か
れ
て
市
に
合
併
さ

れ
て
か
ら
後
も
、
通
称
、
西
浦
と
呼
ん
で
い
る
。

そ
れ
で
は
町
村
制
実
施
以
前
か
ら
敦
賀
湾
の
東
海

岸
を
東
浦
と
呼
ん
だ
か
)
呼
ば
な
か
っ
た
な
ら

ば
、
何
と
い
う
地
名
で
あ
っ
た
か
を
調
ぺ
て
み
よ

う
。
当
地
方
江
良
の
万
根
文
書
(
万
根
春
次
郎
氏

蔵
)
に
、
慶
長
二
年
二
月
の
塩
年
貢
納
の
文
書
の

終
り
に
署
名
し
て
あ
る
万
根
の
右
一
周
に
、
ひ
か
し

の
か
わ
江
良
と
書
か
れ
で
あ
る
。
慶
長
と
い
え

ば
、
関
ケ
原
合
戦
の
頃
で
、
今
か
ら
約
三
六

O
年

前
、
す
で
に
敦
賀
湾
φ
東
の
側
・
西
の
側
と
い
う

通
称
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
の
敦
賀
湾
の
東
海
岸
の
地
誌
に
つ
い
て
、
詳

細
に
調
査
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
現
在
ま
で
四
十

年
間
こ
つ
こ
つ
と
資
料
を
集
め
て
い
る
が
、
な
ん

ぼ
範
囲
を
狭
く
し
て
調
査
し
て
も
際
限
が
な
い
。

し
か
し
、
乙
の
範
囲
を
狭
く
し
て
詳
細
に
調
査
し

て
、
常
者
達
の
研
究
に
供
す
る
仕
事
が
、
ま
た
大

変
大
事
な
と
と
で
な
い
か
と
思
う
。
郷
土
を
愛
好

す
る
郷
土
史
家
が
、
そ
の
士
地
、
そ
の
土
地
に
出

て、

ζ

の
学
者
達
の
下
積
み
の
仕
事
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
ぜ
い
言
を
要
し
な
い
ζ

と

で
あ
る
。

東
浦
地
方
の
有
史
以
前
の
こ
と
、
有
史
以
後
の

と
と
、
即
ち
、
記
・
紀
・
万
葉
集
時
代
の
製
塩
、

気
比
神
宮
と
の
関
係
、
朝
鮮
を
始
め
対
岸
と
の
交

渉
、
金
ケ
崎
合
戦
及
ぴ
気
比
神
宮
の
活
躍
、
越
前

一
段
、
秀
吉
征
緯
の
舟
役
、
鞠
山
藩
、
伊
能
忠
敬

の
沿
岸
測
量
、
仏
教
の
弘
通
、
移
民
等
々
取
上
げ

て
み
る
と
以
外
に
書
く
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
か

ら
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
伝
説
・
民
謡
な
ど
民
俗

の
方
面
を
探
訪
採
集
す
る
と
中
々
の
数
に
の
ぼ

る。
ζ

の
う
ち
、
ま
ず
製
塩
に
つ
い
て
書
い
て
み

る
。
私
が
こ
ん
な
仕
事
を
は
じ
め
た
動
機
に
の
い

て
、
当
時
の
記
憶
を
辿
っ
て
み
よ
う
o

私
の
出
生
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地
は
五
幡
で
、
や
は
り
東
浦
の
地
域
内
、
六
十
戸

余
り
の
農
漁
村
で
、
う
ち
漁
家
は
二
三
軒
で
あ

ザ。。私
が
高
等
小
学
を
出
て
青
年
団
に
仲
間
入
り
し

た
頃
、
大
正
の
初
め
、
同
志
が
よ
っ
て
、
「
畳

雪
」
と
い
う
こ
ん
に
ゃ
く
版
刷
の
同
人
誌
を
創
め

た
。
私
の
郷
土
史
を
調
べ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の

は
こ
の
頃
か
ら
で
、
そ
の
頃
、
敦
賀
高
等
小
学
校

長
福
島
治
三
郎
さ
ん
の
作
詞
さ
れ
た
「
敦
賀
唱

歌
」
が
学
校
で
教
え
ち
れ
、
盛
ん
に
歌
っ
た
も
の

だ
。
そ
の
歌
詞
の
中
に
、
「
鴎
が
崎
に
打
出
で

て
、
見
渡
ず
右
は
田
結
浦
、
塩
焼
く
畑
五
幡
の
、

い
つ
ま
で
見
て
か
帰
る
山
」
と
い
う
と
ζ

ろ
が
あ

っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

ζ

の
田
結
・
五
幡
の
製
塩
は
明
治
に
な
っ
て
も

続
け
ら
れ
、
日
結
は
明
治
二
十
七
年
に
廃
止
し
た

が
、
五
幡
は
明
治
四
十
年
塩
専
売
法
に
よ
っ
て
廃

止
さ
れ
る
ζ

と
に
な
っ
た
。
私
の
尋
常
二
年
ま
で

製
塩
さ
れ
て
い
た
の
で
、
塩
浜
へ
見
に
行
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。
塩
浜
の
所
々
に
砂
が
堆
く
積

ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と
、
大
き
な
桶
の
上
に
真
竹
の

す
の
こ
を
敷
き
、
塩
の
つ
い
て
い
る
砂
を
山
盛
り

に
積
ん
で
、
上
か
ら
海
水
を
か
け
、
濃
縮
し
た
食

塩
水
を
下
の
桶
に
溜
め
る
。

そ
の
濃
縮
し
た
食
塩
水
を
塩
釜
の
大
鏑
に
入
れ

て
塩
に
結
晶
す
る
ま
で
、
火
で
焚
き
つ
め
る
。
乙

の
塩
釜
を
造
る
の
に
腕
の
貝
殻
を
つ
か
っ
た
と
き

い
て
い
る
が
、
明
治
に
な
っ
て
藩
時
代
の
代
官
で

あ
っ
た
五
幡
宮
松
吉
太
夫
の
土
蔵
を
こ
わ
し
た

時
、
床
下
か
ら
拐
の
貝
殻
の
出
た
乙
と
記
憶
し
て

い
る
。田

結
・
五
幡
は
、
臼
本
最
古
の
歌
集
に
角
鹿
・

手
結
・
伊
都
波
多
の
文
字
で
敦
賀
と
共
に
詠
ま

れ
て
お
り
、
奈
良
朝
時
代
、
ま
た
そ
れ
以
前
か

ら
敦
賀
の
塩
と
し
て
、
天
皇
の
御
料
と
し
て
珍
重

さ
れ
た
こ
と
は
、
万
葉
集
巻
十
二
寄
物
陳
思
一
五

O
首
の
中
に

大
王
の
塩
焼
く
海
人
の
藤
衣
撮
る
と
は
す
れ

ど
い
や
め
づ
ら
し
も
(
二
九
七
ご

詠
ま
て
い
る
と
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
大
王

の
塩
と
銘
打
た
れ
る
ま
で
敦
賀
の
塩
が
珍
重
さ
れ

る
に
い
た
っ
た
に
つ
い
て
は
日
本
書
紀
巻
十
六
武

烈
天
皇
の
所
に
書
か
れ
で
あ
る
か
ら
こ
〉
で
は
略

す
る
こ
と
に
す
る
。
次
に
敦
賀
地
方
の
製
塩
史
の

年
表
を
掲
げ
る
。

文
保
二
年
三
月

永
正
九
年

若
狭
三
方
郡
日
向
浦
中
大
郎

大
夫
子
浦
に
塩
釜
を
立
つ
。

大
比
田
浦
力
祢
塩
年
貢
に
つ

い
て
訴
ぅ
。

塩
浜
は
東
西
沿
海
各
浦
(
今

宝
暦
九
年
十
一
月
廿
一
日

文
化
年
中

浜
村
を
除
く
)
に
あ
り
て
製

塩
す
。

泉
村
、
二
村
は
当
時
代
の
中

世
よ
り
船
囲
い
叉
は
材
木
置

場
に
使
用
し
製
塩
す
。

東
西
沿
海
の
塩
浜
大
破
す
。

大
比
田
浦
塩
浜
悉
流
失
し
、

同
浦
こ
れ
よ
り
製
塩
を
廃

す。阿
曽
・
杉
津
・
横
浜
製
塩
廃

止江
良
製
塩
廃
止

団
結
製
塩
廃
止

赤
崎
製
塩
廃
止

五
幡
製
塩
廃
止

(
敦
賀
郡
誌
抄
出
)

明
治
初
年

明
治
五
年

明
治
二
十
七
年

明
治
三
十
八
年

明
治
四
十
年

角
窟
の
塩
と
い
う
の
は
、
団
結
・
五
幡
は
勿
論

の
こ
と
敦
賀
湾
内
津
々
浦
々
の
製
塩
こ
と
吾
き
し

て
い
る
と
思
う
。
乙
』
で
蛇
足
と
思
う
が
、
万
葉

集
巻
三
に
敦
賀
港
か
ら
舟
出
し
て
、
沖
合
か
ら
田

結
浦
の
製
塩
を
詠
ん
だ
笠
金
村
と
田
結
浦
に
つ
い

て
書
い
て
み
よ
う
。

笠
金
村
の
伝
記
に
つ
い
て
は
詳
か
に
わ
か
っ
て

い
な
い
。
武
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
伝
記
の
な
い
所

か
ら
推
し
て
六
位
以
下
の
身
分
の
人
で
あ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。
笠
金
村
歌
集
を
残
し
て
い
る
所
か
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ら
考
え
る
と
、
万
葉
款
人
で
も
出
色
の
も
の
で
、

柿
本
人
麿
・
大
伴
家
持
の
中
闘
を
華
か
な
ら
し
め

た
歌
人
で
、
伝
説
は
な
い
が
、
沙
弥
満
誓
・
笠
女

郎
と
同
族
だ
ろ
う
し
、
敦
賀
へ
来
て
い
る
所
か
ら

推
し
て
、
気
比
神
宮
に
関
係
の
あ
る
吉
備
津
彦
命

の
子
孫
鴨
別
命
の
子
笠
朝
臣
そ
の
人
か
、
ま
た
は

笠
朝
臣
に
関
係
あ
る
人
で
は
な
い
か
。
」

田
結
浦
に
つ
い
て
は
、
田
結
千
軒
と
い
う
伝
説

も
あ
る
位
で
、
万
葉
時
代
か
ら
奈
良
時
代
・
平
安

時
代
は
相
当
栄
え
て
、
一
時
は
戸
数
千
戸
も
あ
っ

た
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
現
在
は
西
本
願
寺
末
興

隆
寺
一
ケ
寺
に
な
っ
て
い
る
が
、

ζ

れ
も
前
身
は

真
言
宗
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
寺
歴
に
は
准
如
上
人

の
時
、
興
隆
寺
住
職
正
堅
が
帰
依
し
て
い
る
。
現

在
、
地
名
に
寺
院
関
係
の
も
の
が
多
く
、
天
台
宗

寺
院
祉
の
浄
泉
坊
、
曹
洞
宗
吉
祥
院
駈
の
小
久

保
、
そ
の
他
浄
念
谷
・
院
山
等
が
あ
る
o

神
社
関

係
で
は
式
内
社
団
結
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。

こ
の
田
結
の
地
名
に
つ
い
て
は
手
結
と
あ
っ

て
、
手
結
と
は
環
の
ζ

と
、
釧
の
こ
と
で
、
昔
、

手
に
ま
と
い
か
ぶ
せ
た
玉
で
飾
っ
た
美
し
い
装
身

具
で
、

ζ

れ
を
妻
の
土
産
に
し
た
も
の
ら
し
い
。

叉
、
弓
を
射
る
に
つ
か
っ
た
と
も
い
っ
て
い
る
。

小
手
・
弓
箆
手
を
い
ミ
鞘
と
い
っ
て
、
皮
革
で

作
り
左
の
骨
に
着
け
て
弓
を
射
た
。
こ
の
輔
が
弓

浅
井

東

浦

を
射
る
度
に
う
な
り
を
た
て
〉
音
を
出
し
た
か

ら
、
「
丈
夫
の
鞘
の
音
す
な
り
」
と
い
〉
、
丈
夫

が
手
結
の
枕
詞
に
な
っ
た
の
も
こ
の
鞘
か
ら
ら
し

い
。
ま
た
、
村
な
ど
で
、
.
手
聞
が
わ
り
、
で
あ
い

と
と
い
う
こ
と
を
、
ゆ
い
叉
は
い
と
い
っ
て
田
仕

事
の
忙
し
い
時
に
お
互
が
手
伝
し
合
う
乙
と
で
、

仕
事
の
能
率
を
あ
げ
る
上
に
考
え
た
、
共
同
作
業

の
一
形
式
で
あ
る
。

万
葉
集
巻
十
四
東
歌
(
三
五
四
九
)
に
も
多
由

比
掲
の
地
名
が
出
て
い
る
。
本
州
西
部
に
は
敦
賀

の
田
結
以
外
に
三
万
郡
三
方
町
に
田
井
|
乙
乙
に

は
式
内
社
多
由
比
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
、
京
都
府
加
佐
郡
東
大
浦
村
田
井
(
以
下
昭

和
二
十
八
年
十
月
一
日
町
村
合
併
促
進
法
施
行
以
前
の

も
の
)
、
同
与
謝
郡
栗
田
村
田
井
、
兵
庫
県
城
崎

郡
今
港
村
田
結
、
長
崎
県
北
高
来
郡
田
結
村
な
ど

あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
地
名
伝
説
が
あ
る
と
思
う

が
、
田
結
・
田
井
・
田
居
い
ず
れ
も
田
所
で
あ
る

と
と
に
ま
ち
が
い
な
い
。

次
に
敦
賀
の
塩
の
販
路
に
つ
い
て
書
く
。

角
鹿
の
塩
が
天
皇
の
御
料
と
し
て
大
和
地
方
の

皇
都
に
運
ば
れ
た
道
筋
は
、
古
事
記
の
中
に
詠
ま

れ
て
い
る
応
神
天
皇
御
製
の
「
角
鹿
の
蟹
」
に
詠

み
込
ま
れ
て
い
る
道
筋
と
同
じ
に
ち
が
い
な
い
と

思
う
。
角
鹿
の
津
か
ら
陸
路
を
琵
琶
湖
の
北
岸
塩

津
に
運
ば
れ
、
こ
〉
か
ら
湖
上
を
通
っ
て
南
岸
の

大
津
に
陸
上
げ
さ
れ
、
更
に
陸
路
を
山
科
・
石
田

.
木
幡
・
宇
治
・
久
世
・
井
手
・
棚
倉
・
樺
田
・

木
津
・
奈
良
坂
を
経
て
平
城
京
に
入
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
塩
津
の
名
は
、
角
鹿
の
塩
が
京
に
運
ば
れ

る
の
に
必
ず
通
過
し
た
の
で
命
名
さ
れ
た
も
の
と

思
う
。
近
く
の
塩
津
山
の
名
も
万
葉
集
に
笠
金
村

な
ど
が
立
派
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
が
、
や
は
り
角

鹿
の
塩
に
ゆ
か
り
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

更
に
角
鹿
の
塩
の
販
路
を
と
ま
か
く
調
べ
て
み

る
と
、
西
江
州
海
津
方
面
は
敦
賀
か
ら
疋
田
・
駄

口
・
山
中
の
愛
発
山
越
え
て
運
ば
れ
、
塩
津
方
面

は
麻
生
口
・
新
道
野
か
ら
運
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。

田
結
・
五
幡
の
塩
は
、
団
結
は
越
坂
越
え
に
、

五
幡
は
田
尻
越
に
、
旧
東
郷
村
樫
曲
と
、
瀬
町
内

の
中
間
瀬
谷
か
ら
池
河
内
に
出
て
、
池
河
内
か
ら

刀
根
・
柳
瀬
へ
、
叉
、
中
河
内
へ
運
ば
れ
た
ら
し

い
。
元
亀
二
年
卯
月
十
二
日
の
刀
根
文
書
に
、
瀬

谷
道
を
通
っ
た
土
地
の
塩
商
人
と
、
江
州
塩
商
人

が
同
心
か
否
か
を
江
良
・
五
幡
・
上
野
(
挙
野
の

こ
と
)
の
庄
屋
に
葉
原
増
福
寺
住
職
が
、
朝
倉
勢

か
ら
の
命
で
札
し
て
き
で
い
る
。

当
時
牛
に
塩
を
つ
け
て
峠
を
越
え
た
馬
子
唄
が

今
に
残
っ
て
い
る
。

七
ツ
下
が
れ
ば
駄
賃
牛
や
戻
る
、
中
に
や
わ
た
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し
の
殿
も
い
る
。

七
ツ
時
に
は
駄
賃
牛
や
戻
る
、
牛
を
待
た
ね
ど

殿
を
待
つ
。

馬
に
や
沓
は
か
し
我
身
は
わ
ら
じ
、
そ
う
す
り

ゃ
日
暮
に
な
る
わ
い
な
。

馬
は
戻
る
し
や
せ
子
は
泣
く
し
、
柴
は
生
柴
鍋

や
洩
れ
る
。

馬
は
豆
や
好
き
馬
子
は
酒
が
す
き
、
乗
っ
た
中

乗
り
や
唄
が
好
き
。

な
お
、
木
芽
峠
聞
き
く
後
、
木
芽
峠
越
え
た
板

取
か
ら
中
河
内
に
、
板
取
か
ら
今
庄
に
運
ば
れ
た

ら
し
い
0
.

杉
津
・
横
浜
・
比
田
(
大
比
田
・
元
比
田
)
の

塩
は
菅
谷
越
に
瓜
生
野
か
ら
大
塩
(
王
子
保
)
に

運
ば
れ
た
よ
う
だ
。

ζ

の
塩
の
販
一
一
路
を
裏
付
け
す
る
伝
説
が
い
く
つ

か
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
こ
を
紹
介
し
よ
う
。

昔
、
元
比
田
の
旧
家
大
友
源
左
ヱ
門
の
御
曹
子

茂
平
が
放
蕩
者
で
、
郷
里
元
比
田
を
と
び
だ
し

て、

ζ

の
下
温
谷
に
住
み
つ
い
た
。
そ
の
昔
か

ら
、
大
塩
の
地
名
の
示
す
如
く
、
比
田
・
横
浜
・

杉
津
の
製
塩
が
、
元
比
固
か
ら
山
越
え
に
菅
谷
・

瓜
生
野
に
出
て
、
大
塩
谷
で
塩
市
を
立
て
た
。
す

で
に
昔
か
ら
敦
賀
湾
東
岸
の
こ
の
弛
方
と
大
塩
谷

と
交
渉
が
塩
に
よ
っ
て
聞
か
れ
、
人
の
往
来
も
盛

ん
に
な
っ
た
。
現
在
お
も
や
大
友
茂
平
、
分
家
大

友
源
左
ヱ
円
、
そ
の
分
家
の
源
次
郎
・
源
四
郎
が

あ
る
。
源
左
ヱ
門
当
主
の
話
に
よ
る
と
、
今
か
ら

約
七
五

O
年
前
山
伏
姿
で
と
の
地
に
移
住
し
て
、

村
の
草
分
け
と
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の

後
、
子
孫
繁
栄
し
て
白
崎
町
に
六
・
七
軒
、
広
瀬

に
一
軒
あ
る
と
い
う
。
下
温
谷
で
は
大
友
家
は
九

州
大
友
宗
麟
の
末
夜
間
と
伝
え
、
附
近
に
大
史
家
に

か
ら
ま
る
伝
説
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。

次
に
五
幡
の
塩
が
江
州
に
売
り
出
さ
れ
た
塩
商

人
に
関
係
あ
る
伝
説
を
一
つ
。
五
幡
の
金
光
山
西

勝
寺
の
阿
陀
如
来
は
「
身
替
り
の
本
尊
」
と
申
し

て
名
高
く
、
嚢
文
子
・
芥
子
園
父
子
が
泉
州
春
日

山
を
中
に
し
て
そ
の
寸
法
を
定
め
な
い
で
半
身

づ
〉
刻
ん
で
双
方
持
寄
り
合
せ
た
と
ζ

ろ
、
寸
分

た
が
わ
ず
合
体
し
た
と
い
う
。
も
と
と
の
本
尊
は

江
州
池
原
の
大
伽
藍
の
本
尊
で
あ
っ
た
が
伽
震
は

兵
火
に
や
か
れ
て
き
〉
や
か
な
草
堂
に
安
置
さ
れ

て
い
た
。
天
正
十
一
年
賎
ケ
岳
の
合
戦
に
、
羽
柴

・
柴
田
の
両
軍
が
入
乱
れ
て
戦
っ
た
時
、
中
川
清

秀
の
家
来
今
村
某
が
敵
に
追
わ
れ
て
余
呉
湖
近
く

を
さ
迷
い
、
絶
対
絶
命
今
は
叶
わ
じ
と
近
く
の
草

堂
に
と
ぴ
ζ

ぴ
、
今
は
た
y
即
心
往
生
と
本
尊
に

向
っ
て
一
心
に
念
仏
し
て
い
た
。
後
を
つ
け
て
き

た
敵
が
、
念
仏
三
昧
の
今
村
の
背
後
か
ら
真
二
つ

に
太
刀
を
み
の
ぴ
せ
て
出
て
い
っ
た
。
ム
寸
村
は
ハ
ッ

と
思
っ
た
瞬
間
、
放
心
の
状
態
か
ら
正
気
づ
く

と
、
確
か
に
切
ら
れ
た
は
ず
の
我
に
傷
一
つ
う
け

て
い
な
い
。
と
れ
は
不
思
議
と
本
尊
を
拝
す
る

と
、
本
尊
は
勿
体
な
く
も
真
二
つ
に
な
っ
て
い

る
。
さ
て
は
日
頃
仏
を
信
ず
る
自
分
の
心
が
仏
に

通
じ
た
の
だ
ろ
う
。
勿
体
な
い
、
有
難
い
と
、
感

涙
に
む
せ
ん
で
仏
体
を
合
わ
せ
ま
い
ら
せ
る
と
、

ぴ
た
つ
と
合
体
し
て
元
の
ま
訟
の
仏
と
な
っ
た
。

今
村
は
す
ぐ
発
心
し
て
ζ

の
堂
守
と
な
っ
て
一
生

を
き
〉
げ
た
。

ζ

れ
か
ら
と
の
仏
を
「
身
替
り
の

本
尊
」
と
称
え
て
各
地
か
ら
参
る
者
が
後
港
た
与

な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
頃
五
幡
に
与
左
ヱ
門
と
い
う
勤
勉
家
で
正

直
者
が
塩
商
人
と
し
て
江
州
へ
往
き
来
し
た
。
烏

の
鳴
か
ぬ
日
は
あ
っ
て
も
と
の
男
が
行
商
を
休
む

ζ

と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
行
商
の
旅
空
で
不

幸
に
も
病
気
に
か
〉
っ
た
。
身
寄
り
の
な
い
旅
空

で
病
気
に
か
か
っ
た
程
悲
し
い
と
と
は
な
い
。
家

に
帰
る
ζ

と
も
で
き
、
守
、
便
り
す
ら
で
き
ぬ
我
身

の
不
幸
を
悲
し
ん
ピ
。
だ
ん
だ
ん
病
気
は
重
く
な

っ
て
ζ

の
ま
〉
他
国
の
土
と
な
る
よ
う
な
ζ

と
に

な
っ
て
は
と
、
ひ
と
り
悲
し
ん
だ
が
、
所
詮
ζ

の
世
は
夢
の
世
、
ム
ー
は
永
い
未
来
を
助
か
り
た
い

と
一
心
に
草
堂
に
や
す
ま
せ
て
も
ら
っ
て
ζ

の
阿
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弥
陀
如
来
を
一
心
に
拝
ん
だ
。

ζ

う
し
て
三
日
三

夜
仏
を
念
じ
た
そ
の
夜
、
不
思
議
や
、
本
尊
か
ら

金
色
の
後
光
が
さ
し
、
願
か
な
っ
て
全
快
す
る
ζ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
か
ら
後
も
行
商
を
つ
づ
け
、

こ
の
草
堂
の
前
を
通
る
毎
に
お
礼
参
り
し
て
信
心

ζ

め
た
。
お
陰
で
家
も
栄
え
暮
し
も
楽
に
な
っ
て

き
た
。

ζ

れ
も
阿
弥
陀
如
来
の
御
守
り
と
住
職
に

懇
願
し
て
、
と
の
仏
を
お
請
け
し
て
故
郷
に
お
寺

を
立
て
よ
う
と
誓
っ
た
。
住
職
も
と
の
塩
売
の
始

終
を
聞
き
、
年
来
の
ま
ご
と
ろ
に
感
じ
て
本
尊
を

譲
与
し
た
。
塩
売
の
喜
び
は
大
変
な
も
の
で
、
早

速
仏
冶
塩
菰
に
包
み
背
負
っ
て
故
郷
を
き
し
て
帰

っ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
知
っ
た
村
人
達

は
、
こ
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
阿
弥
陀
如
来
を
他
国

人
に
譲
れ
る
も
の
か
と
取
返
す
為
に
追
か
け
て
き

た
。
そ
し
て
と
う
と
う
旧
愛
発
村
の
刀
根
ま
で
き

て
追
つ
い
た
。

そ
し
て
川
の
近
く
で
尊
像
の
奪
い
合
い
が
始
ま

っ
た
ο

そ
の
時
一
天
に
わ
か
に
か
き
曇
っ
て
雷
鳴

と
共
に
盆
を
覆
す
よ
う
な
大
雨
に
な
っ
た
。
や
が

て
河
川
は
氾
濫
し
て
出
水
す
る
さ
わ
ぎ
。
ど
ち
ら

も
川
に
落
ち
て
川
の
中
で
必
死
の
尊
像
の
奪
い
合

い
。
そ
の
う
ち
尊
像
を
濁
流
に
取
落
し
て
し
ま
っ

た
。
両
人
は
し
ば
ら
く
荘
然
と
し
て
い
た
が
、
せ

ん
方
な
く
追
手
は
池
原
き
し
て
帰
途
に
つ
き
、
塩

売
も
川
筋
を
仏
像
を
た
ず
ね
な
が
ら
敦
賀
ま
で
き

た
が
仏
像
は
見
つ
か
ら
な
い
。
塩
売
は
が
っ
か
り

し
て
帰
途
に
つ
き
団
結
浜
ま
で
来
る
と
、
上
品
な

白
眉
の
老
僧
が
路
傍
の
石
に
腰
か
け
て
休
ん
で
い

ら
れ
る
。
そ
し
て
「
私
は
旅
僧
で
あ
る
が
、
帰
山

を
た
ず
ね
て
ζ

〉
ま
で
き
た
が
、
今
は
足
も
痛
ん

で
歩
け
な
い
。
私
を
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
い

か
」
と
、
申
さ
れ
る
の
で
、
背
負
勺
た
の
に
と
て

も
軽
い
の
で
、
不
思
議
に
思
っ
て
後
を
ふ
り
向
く

と
、
旅
僧
で
は
な
く
て
、
先
に
流
れ
に
落
し
た
阿

弥
陀
如
来
で
あ
る
。
塩
売
は
不
思
議
な
機
縁
に
す

っ
か
り
感
激
し
て
村
に
帰
り
、
一
伍
一
什
を
村
人

に
話
し
て
寺
を
建
て
ζ

の
仏
像
を
安
置
し
た
。

「
筆
者
は
一
元
'
小
島
T

校
長
、
J

f

崎

」
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